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ヒ
ヅ

ク

ス

の

利

子

理

論

主
円

!1J 

秀

夫

川
相
術
川
町
党
脅
議
所
品
「
判
ム
』
山
内
市
政
策
昨
究
」
班
か
ら
、
ぞ
山
討
論
出
行
白
必
要
l
、
「
ヒ
ヅ
タ
ヌ
的
利
子
則
論
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
ら

れ
た
。
本
怖
は
二
二
一
の
総
指
と
相
佼
っ
て
そ
れ
υ
認
忠
一
円
心
同
梨
モ
な
ナ
も
の
G

b
ゐ
。
半
端
此
の
報
告
は
討
論
山
田
行
を
唱
備
す
る
た
め
の
も
の
G
あ

っ
た
。
さ
L
W
川
り
本
抗
ぽ
ヒ
ツ
ク
ス
の
利
子
町
前
。
問
介
叫
l
一
色
多
〈
を
山

σ
な
い
が
、
そ
む
珂
山
は
此
の
貼
に
内
司
y
z
。
ヒ
ツ
ク
ス
由
利
子
理
論

に
胡
す
3
私
見
に
つ
い
て
は
改
め
て
叙
べ
た
い
つ
-
m
じ
泊
。

ヒ
ソ
ク
ス
の
利
子
理
論
に
立
入
る
に
泡
立
っ
て
抽
出
め
以
下
使
川
す
る
記
明
主
一
問
的
に
炎
示
し
て
世
き
た
い
。
此
の
記
就
の
シ
ス

デ
ム
は
、

ビ
ヅ
グ
ス
の
利
十
珂
論
が
使
川
ず
る
横
一
攻
。
シ
ス
テ
ム
を
記
山
羽
化
し
た
も
の
に
他
な
ら
友
い
。

記
抗
化
に
よ
っ
亡
理
論
の

ヒ
ソ
ク
ス
の
利
子
理
論
は
如
何
な
る
経

内
字
が
一
山
村
川
噺
に
涜
明
で
き
一
ろ
こ
と
は
い
ふ
ま
C
も
な
い
。
然
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
っ

河
川
被
は
引
の
櫛
山
剛
宅
川
判
的
規
告
し
て
構
成
廿
ご
り
れ
る
か
、
と
の
℃
と
が
此
丹
記
税
去
を
通
じ
て

ι略
的
に
者
取
さ
れ
る
。

巴
ツ
ク
ヌ
の

刊
子
山
之
州
は
そ
わ
問
古
川
川
成
に
於
て
既
に
桐
常
一
世
雑
で
あ
る
が
、
此
の
記
叫
晴
夫
は
そ
の
問
団
俳
成
。
統
一
的
把
槌
を
可
能
な
ら
し
あ

る
で
芯
ら
う
つ
比
内
古
味
に
於
て
彼
が
山
品
川
北
ふ
務
披
系
を
記
抗
化
し
て
と
れ
を
支
示
し
、
以
下
比
O
氾
川
市
去
を
手
懸
り
と
し
て
そ
の

問
団
惟
山
川
、
主
流
明
ず
る
己
と
と
し
た
い
。

比
の
記
巾
市
長
の
山
川
成
に
つ
い

A

D
洋
側
在
潟
明
は
後
に
譲
り
、
と
こ
で
は
改
め
必
要
た
討
窓
だ
け
加
へ
て
泣
き
た
い
o
l
-
-鬼
づ

と
乙
で
は
、
今
「
遁
」
の
市
場
の
欣
況
は
、
諸
個
人
の
、
将
来
心
境
到
に
針
ず
る
配
慮
を
も
合
む
と
己
ろ
の
、
行
動
の
合
成
果
と
し

ヒ
ク
ク
ス
心
判
千
舟
諭

第
五
十
八
番

主
九
壬

崎
明
五
加

七
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廿
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引

瀞
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2
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H
3
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8
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昔
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国
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I
M
-
E、
日

同

2
2
2
己
ヨ
2
9
)

一

(

日

+

ご

)

h

(
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沖

坤
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ヨ
事

旬
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明
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川

H
R
E
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~右

手土
】

し
「
ミ
十

ω

U
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日
ゼ
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匂

i
+
M

弓
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一
-
4
i
ロ

私

、山、
3
~
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イト

h
ョ
ゼ
治
十
日

hhE+山

川
高
司
世
空
調
δ
耳

ε

翠

言

明

句
、
ハ
ミ
ど
ム
士

司

~
Z
H
3
i
a

(
M
L
-
M
2
5
Z仏
ヲ

コ

Z
L
F
o
m
M官
n
Z
L
Y
M
n
o
守
尚
南

て
成
ー
す
る
ん
一
与
へ
ら
れ
る
。

此
の
記
明
夫
は

ひ
い
て
は
市
場
の
欣
況
の
形
成
。
阿
川
を
此
等
の
行
動
に
帥
凪
せ
し
め
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

助
を
分
析
し

h
H
a

、、
J
nド
ι

、、

元
〈

G

立
〈

h ， -
M
U吋
但

し
伺
副
司
刷

、占> '当 いよ」て

+
O
Z
H
H
N
L司

L
2
v
十
3
3
H
L
3
h

耕
来
に
針
す
る
汁
需
を
背
後
に
も
つ
も
の
と
し
て
経
桝
主
剛
聞
の
行

従
っ
て
此
等
の



悼
ん
祉
法
凡
で
個
々
の
経
科
主
般
に
山
附
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
第
市
品
川
週
(
今
週
)
の
阿
川
凶
作
(
利
子
世
什
を
合
め
て
)
O
み
は
、
市
場
に
於
け

石
完
全
続
吊

y
r山
川
川
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
個
々
の
経
山
主
仰
の
立
土
佐
と
畑
山
比
た
阻
、
件
、
従
っ
て
士
た
凡
て
の
主
憾
に
共
通
D
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
か
く
O
如
く
、
此
干
の
漣
披
が
個
々
の
経
済

l
仰
に
闘
す
呂
以

h
、
時
と
し
て
、
此
等
の
鑓
放
が
家
計
に
山
間

f
る
か
金

業
に
山
剛
7
3
h
主
明
示
し
た
り
、

主
た
如
何
な
る
円
安
刀
に
闘
す
る
か
、
如
何
在
ろ
企
北
目
闘
す
る
か
を
明
示
し
た
り
す
る
必
要
が
生

や
る
。
府
間
叩
た
場
合
に
は
、

そ
れ
が
友
社
に
開
削
す
る
場
九
日
に
は
括
孤
児
入
れ
た
添
一
子
的
を
鐙
放
の
右
尽
に
附
し
、
モ
れ
が
企
業
に
附

す
弓
場
合
に
は
司
陀
悼
の
添
字
の
を
鐙
放
の
討
府
に
附
し
て
こ
れ
を
同
別
ず
る
と
と
も
に
、
此
の

γ
及
び
t
を
家
計
及
び
企
業
の
代
表

保
晴
叫
ん
一
汗
似
す
こ
と
と
ず
る
。
従
っ
て

γ
は
崎
判
定
の
昨
山
市
を
と
る
と
と
は
止
っ
て
、

時
世
数
が
如
何
な
る
家
計
に
附
す
る
か
主
一
不
し

件、

f
は
特
定
の
評
加
を
と
る
こ
と
に
上
っ
て
礎
教
が
如
何
な
る
家
計
江
川
剛
ず
ろ
か
を
示
し
得
る
如
昔
も
の
で
あ
る
。

さ
て
か
く
の
如
〈
、
此
の
芯
比
友
は
、
日
桂
内
ド
惚
の
将
来
に
針
ず
る
汁
苦
と
の
闘
曲
酬
の
下
に
、
そ
の
行
動
を
分
析
す
る
た
め
の
も

ゆ
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
此
内
社
一
世
は
、
来
週
以
後
ν
沼
山
に
一
札
ろ
と
と
も
に
、

叫
種
類
の
商
品
・
貨
幣
・
手
持
誰
券
の
稲
問
に
及
ぶ

も
の
と
す
夕
、
ν

此
の
川
辺
の
締
法
に
際
じ
て
沼
故
が
分
化
し
て
ゐ
る
己
と
は
芯
明
支
の
一
万
す
通
h

り
で
あ
る
。

従
っ
て
此
等
の
調
理
教

は
、
今
週
に
川
削
ナ

3
も

ωを
除
い
一
-
一
吉
へ
ば
、
凡
で
汲
相
山
又
は
汁
阻
川
に
上
っ
て
そ
的
数
値
が
賦
川
一
さ
る
る
如
き
も
の
で
あ
ろ
。
向
此

等
の
境
置
に
つ
い
で
二
程
矧
の
記
枕
シ
ス
ア
ム
主
川
ひ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
現
山
は
後
段
の
分
併
に
よ
っ
て
自
ら
明
か
と
た
る
で
あ
ら

r 
ノ。

上
認
の
一
如
く
こ
こ
に
示
レ
内
記
枕
の
意
義
乃
至
機
能
は
凡
±
後
に
詳
論
さ
れ
る
が

た
だ
こ
と
で
「
教
室
」

k
呼
ん
だ
一
昨
の
謎

般
に
つ
い
て
は
、
此
心
機
ん
げ
に
沿
明
主
加
へ
て
山
口
き
た
い
。

ω先
づ
ー
か
ら
川
主
で
の
抗
日
引
を
も
っ
「
商
品
」
に
つ
い
て
云
へ
ば
、

記
抗
の
立
味
は

そ
れ
が
宋
計
に
闘
す
る
か
、
企
業
に
闘
す
る

h
に
よ
っ
て
異
在
る
3

家
計
の
場
合
に
は

そ
れ
が
毘
川
町
仙
を
取
る

ヒ
フ
ク
ス
の
利
子
四
時
論

第
元
十
人
容

五
九
七

情
宜
蹄

プL



ヒ
ヴ
グ
ス
の
利
子
川
市

策
五
十
八
岱

冗

九

凡

第
五
抗

O 

な
ら
ば
、
常
市
町
川
抗
言
さ
エ
ヨ
ニ

EmZ与
を
い
氏
は
し
、
負
の
仙
を
取
る
な
ら
ば
、

供
給
泣
(
沼
田

5
5月
五
色
)
を
去
は
ず
。

企
業
。
場
合
に

は
、
正
た
ら
ぽ
産
川
H
I
T
d
fニ
)
、
負
な
ち
ば
投
入
円
一
巾
へ
三
官
二
を
長
は
ず
。

側
提
に
貨
幣
r
h
に
つ
い
て
云
へ
ぽ
、
そ
れ
が
家
計
に
閥

す
与
と

r-44に
山
川
ナ
ろ
と
に
拘
は
ら
ー
一
千
、
諸
々
の
h
は
凡
一
一
、
千
件
貨
幣
誌
の
り
引
分
?
の
A
E
P
E
S
a
[
g
}戸

S
Z
E
5
n
)
の
意
味
に
於

け
る
代
幣
川
一
川
耐
止
を
去
は
ず
。
従
っ
て
そ
れ
が
刊
行
し
負
の
仙
を
と
る
な
ら
ば
、
モ
れ
は
、
手
持
貨
幣
沼
の
減
少
の
意
味
に
於
け
る
貨
幣

伊
川
九
州
が
行
は
れ
た
こ
と
を
九
九
は
ず
。
州
政
後
に

J
々
の
J
U

に
つ
い
て
云
へ
ば
、
と
れ
も
ま
た
、
支
社
・
企
業
を
泊
巴
て
設
深
需
要
を

己
主
「
1

14ト
7
t
J』
Y
4
M

た
だ
そ

η
大
さ
は
貨
幣
制
、
然
も
「
設
週
に
於
け
る
読
匁
腕
入
の
た
め
の
純
支
川
か
ら
該
遡
に
於
け
る
利
子
受
取
を
差

引
い
た
も
の
」
一
洲
る
こ
と
と
す
る
o

例

へ

ば

点

週

ι於
て
十
間
利

T
E交
取
り
、
百
悶
殺
去
を
旧
日
り
、
百
五
十
悶
の
詩
家
を
日

ー
ノ
ゴ
レ

L
j
L
Vム

J
7
2
J
J
t
u
 
そ
の
週
心
ヨ
の
仙
は
川
十
同
C
ふ
る
。
向
以
下
で
は
、
特
別
の
場
合
主
除
い
て
株
式
並
び
に
そ

ω
配
常
は
一
一
階
皮

外

M
T
る
こ
と
と
す
る
。

ヒ
ソ
ク
ス
の
利
子
叩
叫
ん
岬
心
禄
心
は
そ
の
動
明
的
一
股
均
術
理
論
に
あ
る
。
然
し
そ
の
助
事
的
一
般
均
術
の
方
様
式
シ
ス
テ
ム
の
波

「
J

叫
に
進
む
に
沿
っ
て
は
改
め
抗
干
の
準
備
が
必
要
で
ゆ
る
。
[
ビ
ヴ
ク
ヌ
の
利
子
珂
論
。
娘
本
心
立
場
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

仁

、l
J

か。

1
ヒ
呪
ク
ス
は
如
何
た
る
考
案
に

t
脚
し
て
そ
の
肋
間
半
的
均
術
迎
論
を
構
成
す
る
か
、
政
め
か
う
い
ふ
貼
陀
つ
い
て
み
一
の
方
程

式
シ
ス
テ
ム
ル
一
四
併
す
る
川
誌
を
試
み
た
い
。
本
明
正
ぴ
に
究
明
に
於
で
は
先
づ
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
利
子
理
論
の
原
理
的
視
拙
に
つ
い

一
一
沿
川
手
試
み
る
。
使
冗

K
三
れ
を
二
段
に
分
っ
て
1

一
叩
干
る
。

そ
の
一
般
均
術
理
論
的
視
制
に
あ
る
。

何
巳
ッ
ク
ス
の
利
子
沌
論
的
一
つ
の
特
徴
は
、

ヒ
ソ
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
利
子
歩
合
決
定

胸
間
山
川
は
、
特
定
取
引
針
白
米
、
叩
ち
そ
れ
に
卸
し
て
利
率
が
そ
の
慣
格

k
宥
倣
さ
れ
る
特
定
取
引
封
象
の
需
給
開
聞
係
だ
け
か
ら
考
察
さ



れ
る
の
予
ば
在
い
。
そ
れ
は
、
他
の
取
引
札
制
倒
棋
の
償
協
決
定
事
情
と
の
密
接
な
る
相
互
依
'
存
刷
係

ωド
に
考
察
さ
れ
る
。
ピ
ッ
ク
ス

自
身
も
絞
ペ
て
ゐ
る
や
う
に
、
こ
の
こ
と
は
彼
の
利
子
理
論
山
一
つ
の
特
徴
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
な
味
忙
於
て
ヒ
ッ
ク
ス
の

利
子
珂
論
は
一
般
均
衡
理
論
的
瓶
詰
に
立
つ
と
い
ふ
乙
と
が
川
来
る
。

然
し
た
が
ら
利
子
斑
論
に
於
て
一
般
均
衡
理
論
的
立
場
を
と
る
と
い
ふ
だ
付
た
ら
ば
、

ヒ
ヅ
ク
ス
を
侠
た
十
と
も
、
既
に
ワ
ル
ラ

ス
或
は
ヴ
ィ
ク
セ
ル
た
ど
の
た
躍
が
あ
る
。
然
ら
ば
、
と
れ
ら
の
立
場
に
却
し
て
己
ツ
ク
ス
の
一
股
均
術
現
論
的
観
駄
を
特
徴
づ
け

ろ
も
の
は
伺
で
あ
る
か
勺

そ
れ
は
助
事
的
一
般
均
衡
理
論
の
立
場
と
も
呼
び
特
べ
き
も
の
で
あ
る
司
印
ち
、
「
紅
掛
の
シ
ス
テ
ム
は

刊
に
均
術
状
設
に
あ
る
と
汗
倣
し
」
7
9
2
2
5
A
A
ニ
弓
の

2
3
E
2
1
2
2
z
z
つ
Z
4∞
5
2
5
-
F
Eヨヨ

2
3
Z
2
5。
222MMMn

n
Z
2
7
Z
P
7
2
2
5
』
三
一
二
三
一
戸
一
三
一
一
宮
円
以
過
程
を
脱
川
川
均
衡

ω系
列
と
し
て
取
扱
ふ
」

h
z
Z
E
-
空
2
g
o
t
-
gロ唱、思

2
ロ=E胡三』z品

-三芸圃=-d元洞で内つ
Ldλ{
戸

:Fつニ口
J;民

欣
恰
強
山
に
あ
る
Lと
一
号
へ
ら
れ
ろ
か
。
現
貨
の
掛
川
ム
邸
調
訟
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
等
ろ
一
一
夜
給
の
不
一
致
、
従
つ
尤
不
均
術
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
封
し
て
ヒ
ッ
ク
ス
は
か
弓
答
ん

5
0
-
J成
程
ス
ト
ッ
ク
は
資
残
る
か
も
知
れ
在
い
3

然
し
そ
れ
が
資
縫
っ
た
の
は
、
山
田
γ
ろ

促
手
が
、
今
安
ぐ
V
M
H

る
よ
り
も
先
で
高
く
資
ろ
乙
と
が
山
川
来
る
己
と
を
山
刊
に
し
よ
ろ
と
欲
し
た
か
ら
に
他
た
ら
な
い
。
占
u
残
り
が
生

じ
た
の
は
、
川
削
除
下
蒋
傾
向
が
常
耐
の
市
場

E
支
配
し
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
事
貨
が
供
給
を
繰
延
べ
し
め
た
た
め
で
あ
る
。
此
の
意
味

一
山
於
で
此

ω場
合
、
定
抽
出
リ
が
脊
す
る
に
拘
は
ら
中
、
需
給
の
不
一
致
は
左
く
、

一
山
市
給
は
均
衡
し
て
ゐ
る
と
考
へ
る
乙
と
が
で
昔

る
。
ヒ
?
ク
ス
は
此
乃
~
一
日
味
に
於
て
均
衡
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
、
此
く
り
如
き
概
念
規
定
に
即
し
て
、
柑
一
動
過
程
は
均
術
欣
態
の
系

列
よ
り
成
ろ
と
吟
へ
る
つ
此
の
荒
川
山
は
一
動
向
情
的
制
域
に
於
て
均
術
分
析
的
方
訟
を
使
加
す
る
と
と
」

(m-JZ詰

S
E
M
-
-
F
E
z
-
z
q
u
E

5
2
5《
7
2
2
0
Eへ
ご
ざ

Z
A
-
-
M
m
Z
E
Z
E
d
-
2
g
z一
女
三
ご
て
d
J
M
E
R
E
9
4
)
を
可
能
た
ら
し
め
る
が
、
此
の
可
能
性
を
利
川
ず
る
己

ヒ
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ク
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心
利
子
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ヒ
ザ
ク
λ

心
利
子
川
内
荷

都
五
十
八
相
官

ハ
C
O

停
五
脱

と
に
主
リ
、
ヒ
ソ
グ
ス
は
、
小
の
ワ
ル
ラ
ス
リ
パ
レ
ー
ド
の
加
問
中
的
一
般
均
術
の
刷
式
に
針
し
て
、
勤
取
的
一
般
均
衡
理
論
と
も
呼

ぷ
ペ
キ
一

4
山
伊
一
間
山
川
[
‘

と
れ
に
於
て
利
守
中
台
決
定
機
仙
そ
川
か
に
せ
ん
と
す
る
。
と
れ
士
で
の
一
般
均
衡
理
論
的
税
制
か
ら
の

利
子
の
川
福
山
取
投
ひ
陀
到
し
一
」
、

か
ぐ
ハ
川
知
品
川
一
州
市
川
h
M
川
端
ト
ヒ
ッ
ク
ス
の
利
子
却
論
を
特
徴
づ
け
る
己
と
は
い
ふ
ま
で
も
社

ぐ
、
明
か
で
あ
ろ

二
こ
に
生
涯
を
再
ナ
ゴ
」
だ
が
一
つ
あ

ο
c

上
川
パ
口
加
〈
に
し
で
、
由
同
由
民
り
が
生
ピ
た
均
A
A
H

に
於
て
も
ヒ
グ
ク
ス
は
そ
こ
に
「
需
品
相
由
一
致
」
、
従

っ
す
均
阿
hu
成
慌
を
ち
へ
も
岐
し
な
が
ら
、
巳
ヅ
ク
ス
は
比
山
場
介
保
件
壬
附
ナ
ヂ
心
。
却
ち
、
川
絡
が
容
に
主

e
下
辞
し
た
指
骨
、
設
向
品
の
需
要

が
加
山
内
一
ら
れ
て
ふ
J

均
台
、
或
は
川
絡
が
人
伐
的
に
定
め
ら
れ
で
ゐ
る
お
骨
に
は
市
拾
の
不
一
目
立
を
約
め

5
0
従
っ
て
被
に
よ
れ
ば
、
「
需
給
が
つ

ね
に
一
波
十
J

」
乏
し
凶
の
は
一
競
争
内
聞
作
り
下
に
於
て
」

(
E
Sヨ
宮
内
己

5
3
Z
M
Z
D
Z
)
の
こ
さ
一
に
あ
る
。

l
iヒ
ツ
ク
ス
は
か
〈
考
へ
る
。

、
、
‘
.
、
.
‘
.
、
、
、
、
.
、

v
f訟
で
も
な
く
、
ヒ
ヴ
ノ
〆
ス
が
か
〈
主
張
ナ
古
川
山
は
、
雨
時
小
川
世
ざ
い
F
J
ζ

，
に
が
な
時
を
J
h
e
り
符
心
的
は
、
山
渡
的
な
る
情
嬰
三
日
謎
的
な
る
供

冊
沢
一
方
一
目
立
し
刊
一
J

川
吋
什
に
限
4
3

之
考
へ
心
か
ら
で
出
ら
一
つ
。
却
前
H
耐
鈴
の
均
間
三
い
-
A
向
念
の
仙
川
明
化
に
は
っ
て
、
そ
の
揃
充
に
か
〈
白
如
き
限
界

全
川
(
〈
ち
こ
と
法
、
勿
府
認
め
件
。
三
三
ぐ
わ
お
。
克
に
、
と
れ
は
持

F
白
川
論
的
批
則
前
わ
一
持
ち
何
ゐ
で
お
り
う
。
然
し
均
柄
欄
A
3
0
引
地
一
的
抑
充
が

此
の
川
成
で
h

引
同
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
必
然
性
は
行
し
な
い
。
何
よ
り
も
内
政
刊
心
術
古
川
か
相
針
的
で
む
7
0
0

記
山
、
ヒ
ヅ
ク
ス
が
除
外
し
た
場
合
に

は

Mfγ
り
も
、
ぽ
子
は
向
、
官
る
さ
賀
ら
ざ
る
P

白
川
山
を
わ
廿
「
工
、

b
ら
'

q

J

品
は
小
山
品
作
J
J
4
7

生
成
せ
ざ
る
ヘ
一
山
山
内
を
持
づ

σ
山、
h
一
一
つ
。
従
っ

て
忌
ハ
川
川
に
、
内
法
州
市
川
行
は
れ
い
何

ωσ
出
ら

-1
勿
山
川
崎
市
y
的
作
怖
が
え
巾
寸
る
叫
ん
川
に
比
寸
れ
げ
哩
叩
の
純
問
は
侠
的
ら
れ
て
ゐ
る
。
然

L
、
説

作ι
的
ぃ
情
が
支
川
す
乃
川
崎
A
H
，
、
」
雌
も
選
伴
は
人
ι
鼎
無
州
市
恥
で
は
な
い
。
従
っ
て

J
に
列
指
し
た
如
き
川
叫
ん
い
に
於
て
は
、
日
後
性
が
存
せ

f
る
が
放
に
、

点
。
均
時
三
い
ふ
こ
:
が
汚
へ
雑
い
ご
主
取
は
認
め
雄
い
。

l
l今
一
歩
立
入
っ
て
妓
べ
よ
う
。
日
後
性
心
作
す
る
場
骨
、
従
っ
て
選
探
の
白

山いが

h
寸
J
J

均
什
、
い
山
時
心
一
世
が
』
Y
J

へ
伴
J

ざ
い

t

刀
は
、
市
場
同
保
件
(
川
栴
が
こ
れ
こ
れ
山
下
品
き
で
力
る
さ
い
'
J

時
件
)
J
F
選
揮
を
決
定
し
、
そ

乃
知
県
沼
紛
心
理
庄
が
定
if
り
、
従
っ
て
比
円
満
給
内
選
度
。
庁
後
に
祝
宴
同
収
及
び
供
給
幅
扱
を
考
へ
得
る
山
川
、

h
e
わ
ら
う
。
品
目
し
、
市
坊
が
白
向

刊
に
た
け
れ
ば
、
市
判
官
市
開
設
問
給
国
政
は
考
〈
伴
ら
れ
円
か
。
さ
一
つ
A
U

は
な
い
。
多
〈
吉
一
五
は
子
メ
一
も
、
判
占
。
川
却
に
折
々
が
而
給
州
際
問
式
を
適
用

L
7
4以
ご
二
二
川
、
こ
羽
三
三
を
示
し
て
怯
り
が
h

ろ
。
比
ゐ
忠
咋
に
於
て
も
、
均
時
概
念
ハ
H
M晶
化
乞
競
争
の
場
作
に
限
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性

は
な
い
。
従
っ
て
ヒ
ヅ
グ
ス
が
こ
れ
士
読
m
V
山
場
合
に
限
定
L
士
て
て
に
つ
い
て
は
、

dA
々
は
こ
れ
に
凶
日
三
い
ふ
こ
さ
以

1
目
怠
咋
を
認
め
る
こ
ご

は
出
来
な
い
。
従
う
て
セ
た
、
ヒ
ヅ
ク
ス
円
如
〈
蹄
刊
を
附
ナ
る
三
さ
な
〈
、
「
制
碑
の
シ
ス
テ
ム
は
世
に
均
衡
耽
窓
に
の
る
し
て
い
山
こ
さ
も
問
端



4
0
0

こ
-
一
に
凶
山
準
的
一
校
内
街
間
前
白
抑
鈷
之
い
-
V
U

は
、
ト
う
い
ふ
着
眼
に
拡
い
て
拘
冊
分
析
?
一
刀
法
を
瑚
#
的
川
越
に
話
入
す
る
立
場
C
あ
る
。

{
向
此
心
部
に
つ
い
で
は
本
誌
昭
和
十
一
一
一
年
I

九
月
誠
一
川
渇
州
梢
「
持
端
的
均
街
叫
諭
三
瑚
品
化
の
川
越
」
、
日
本
制
掛
川
申
骨
平
閣
停
ニ
腕
所
初
捌
楠
「
混

代
ロ
イ
礼
用
請
に
時
げ
る
眠
時
法
則
自
問
組
」
、
諭
丈
島
「
椛
桝
及
組
前
阜
の
再
開
廷
』
所
品
川
柿
「
均
街
盟
論
川
町
畑
山
市
的
資
民
」
を
多
閉
山
さ
れ
た
い
。
)

然

L
此
の
動
向
子
的
一
般
均
術
明
論
の
概
羽
仁
つ
い
て
い
っ
て
も
ヒ
ヅ
ク
ス
は
先
慨
を
も
た
血
わ
け
で
は
な
い
。
ノ
リ
ツ
シ
ュ
は
官

〈
情
く
と
し
て
も
、
ヴ
ォ

1

ル
ベ
の
如
き
が
直
ち
巳
県
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
小
。
然
ら
ば
か
〈
の
如
き
川
町
山
川
中
的
↑
般
均
衡
理
論
に
針
し

て
ヒ
フ
タ
ス
向
身
の
J
A
場
は
如
何
た
る
特
徴
を
布
す
る
か
d

京
々
が
噛
口
て
「
微
分
準
的
州
成
」
と
呼
ん
で
「
日
開
分
間
半
的
柿
成
」
か
ら

阿
川
し
た
と
と
る
の
も
円
い
か
と
れ
に
符
へ
ろ
で
あ
ら
う
。
此
の
貼
営
面
白
問
題
に
聞
係
が
少
友
い
か
ち
、
以
下
の
説
明
忙
刷
聯
す
る

限
り
に
於
で
附
草
に
波
ぺ
ょ
う
。

差
山
一
品
り
「
微
分
県
的
州
成
」
と
い
ム
特
徴
づ
け
は
別
論
州
成
の
形
式
的
側
「
い
出
闘
す
る
。

微
分
間
千
的
川
和
成
は

後
に
見
る
や
ろ

に
、
調
は
ば
簡
素
忙
し
て
然
も
有
妓
左
右
問
題
の
白
川
崎
に
役
守
一
つ
。
然
し
そ
れ
と
と
も
に
此
の
微
分
期
的
州
成
の
資
質
的
開
閉
が
注

日
に
仙
ナ
リ
Q
O

「
粧
併
の
シ
ラ
ア
ム
は
つ
ね
に
均
衡
に
あ
る

L
E云
っ
て
も
、
此
め
胡
衡
は
現
資
そ
の
も

此
の
t

札
場
仁
あ
っ
て
は

め
で
は
な
い
《
均
術
は
何
ら
か
の
試
行
鈴
誤
を
経
て
到
迭
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
悦
八
川
市
的
出
成
の
特
徴
は
経
情
趣
動
過

自
明
モ
幾
つ
か
の
間
半
枕
期
川
で
匝
切
り
、
此
の
皐
位
制
聞
の
川
に
於
て
は
経
例
主
仰
の
行
動
の
計
摂
、
市
場
の
欣
況
が
一
定
陀
保
た
れ

ろ
と
仮
設
す
る
劫
に
特
徴
を
有
す
る
が
、
此
の
特
徴
が
己
の
己
と
と
捌
嚇
ナ
る
。
ヒ
ッ
グ
ス
に
於
て
は
、
後
辿
の
如
〈
、
此
の
単
位

閉
山
は
週
」

(f'trz)
と
呼
ば
れ
る
が
、

此
の
「
遡
」
の
始
め
(
ヒ
ァ
ク
ス
心
所
川
耐
え

E
S
E
-
ν

に
於
て
試
行
錯
誤
が
行
は
れ
、

共
の
山
一
川
県
市
場
に
均
衡
(
ヒ
ヴ
ク
ス
泊
所
副

J
2
4
号
5
4
2
z
E
C
2
5
J
が
成

t
L、
此
の
均
術
が
そ
の
「
遡
」
の
後
飴
の
期
川
主
、

A
V
M一
不
便
の
限
定
と
相
伐
っ
て
、
支
配
す
る
と
ど
と
た
る
。
従
っ
て
「
微
分
取
的
柿
成
」
は
或
る
科
皮
の
一
持
続
性
乃
至
自
己
保
存
性

ヒ
ツ
グ
ス
の
利
子
則
前

第
王
十
人
容

ノ、

O 

第
五
蹴
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ヒ
ヴ
ク
ス
山
判
手
理
論

崎
市
主
十
八
径

第
五
焼

六

C

匹I

そ
も
つ
も
心

E
L
f
-
「
均
術

7
v一
考
へ
る
と
と
に
役
立
つ
わ
け
で
あ
る
@

ヒ
ヅ
グ
ス
自
身
一

M
一
刀
時
間
的
長
さ
法
士
山
立
問
弔
よ
り
る
マ
一
一
五
つ
て
ゐ
J

(

己
主
で
】
口
-
P
Z合
)
げ
か
、
こ
こ
に
削
訓
「
均
街
」
が

E
れ
だ
け
の
完

長
さ
を
持
つ
べ
き
か
、
民

M
か
ら
一
A

へ
ば
、
均
街
成
交
に

4
4
h
h
F
J
式
行
問
課
が

E
内
向
何
度
支
で
行
は
る
べ
き
か
、
比
A
日
粘
λι

〈
恋

hu帥一
C
あ
る
。

「
泊
」
，
m
三
け
れ
ば
民
い
限
、
み
心
「
泊
」
の
川
打
開
が
維
持
さ
札
ね
ば
九
ら
自
此
!
、
「
均
時
」
に
嵯
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多

f
な

P
、
従
っ

τ試
行

錯
認
も
そ
れ
だ
け
附
汎
に

V
ら
ね
ば
な
り
同
こ
ぜ
ザ
一
な

ω
で
む
ら
う
。
此
円
泣
叫
に
世
て
微
分
川
市
的
に
椴
成
さ
れ
た
心
訓
革
問
一
般
均
時
間
前
は
著
る

ιく
形
式
的
で
ム
る
さ
一
五
へ
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
日
身
比
白
川
街
に
川
し
て
二
r
o
p
-
-
r三

2
-
E
F
2
G
3
3
E
n
r
z
}ラ
zzm
。ロ-一戸己

L
Z
0
3
(
F
E

で
一
立
)
た
る
こ
さ
を
要
求
し
て
ゐ
る
か
、
み
の
完
全
ぎ
り
県
民
は
古
品
判
定

L
仰
向
如
き
も
の
℃
あ
ら
う
。

町
此
ハ
リ
川
吋
ん
H

如
何
な
る
均
一
荷
げ
か
成
4
M

ナ
『
白
山
川
ぱ
、
勿
論
.
“
A
行
尚
北
が
ど
っ
行
は
れ
る
か
に
淵
聯
ず
る
。
だ
と
ろ
C

ヒ
ツ
ク
ス
は
比
の
均
構
成
立
週

間
に
川
町
寸
訓
比
ル
週
一
吃
川
慌
を
認
品
ア
一
ゐ
る
。
(
ヨ
己
5
1
J
A
-
-
J

コ
つ
「
一
》
T
Z
J

ち
ー
=
一
)
然

L
、
若
し
此
の
間
に
於
て
川
市
内
鑓
吏
が
行
は
札
侍
る
さ
す

る
た
ら
庁
、
点
配
一
J

る
「
均
揖
一
円
主
へ
:
2
は
、
巾
に
市
付
加
川
口
良
さ
に
依
右
ず
る
の
み
で
な
〈
、
市
J
h
、
計
4
4

引
の
掛
川
見
が
左
の
結
問
ま
で
行
は
れ

仰
勺
い
、
に

t
っ
て
何
々
川
氏
り
得
る
で
わ
一
、
?
っ
。
然

L
此
ゆ
引
に
つ
い
て
は
、
「
均
惰
」
山
恥
〈
山
知
表
一
多
岐
品
川
を
制
限
ナ
る
た
め
、
戎
の
如

f
想
定

ナ
る
パ
ヅ
七
血
常
国
は
れ
る
o
i

東
-
迦

L
H
時
間
内
行
川
山
汁
牲
は
凡
て
ハ
ラ
メ
ヱ
タ
!
之
し
で
今
「
辿
」
沼
市
崎
市
引
を
仲
間
件
付
け
で
ゐ
る
わ
け

c
h
b
出
、
比
芋
心

J
品
は
凡
で
予
挫
す
。
。
従
つ
戸
、
均
開
成
w
止
の
た
め
心
的
同
肝
心
作
正
に
到
し
て
油
脂
せ
し
め
ら
る
べ
き
は
今
「
姐
の
需
要

哨
園
町
掛
世
の
み
で
み
る

c
h
Fつ
い
山
限
定
を

t
G
Z
ざ
に
土
っ
て
、
寸
川
崎
行
淵
混
」
は
一
師
岡
市
唱
な
内
存
を
も
ち
、
従
つ
亡
「
均
衡
」
の
内
告
の
可

週
刊
山
向
川
L
縮
小
さ
れ
匂
こ
之
、
一
な
る
で
あ
ら
一
》
C

此
川
泣
切
に
於
で
か
〈
侭
定
ナ
る
庁
出
一

M
A川
町
的
イ
一
考
へ
り
れ
る
。
た
だ
か
で
つ
に
考
へ
る

勾
A
H
に
は
府
て
は
、
「
浅
加
品
開
相
」
の
概
念
を
楳
眠
、
」
す
る
分
析
刀
凡
亡
が
修
正
を
要
ナ
る
こ
，
ー
と
な
る
。
比
の
肋
向
考
ふ
べ
き
川
旭
が
存
す
る
。

以
上
に
於
て
ヒ
ソ
ク
ス
の
利

T
m論
の
一
つ
の
特
徴
が
明
か
に
さ
れ
た
。
共
仁
そ
の
今
-
つ
の
何

mm的
世
山
川
山
献
が
絞
べ
ら
る
べ
き

?
あ
る
が
、
ネ
一
れ
に
立
入
可
引
に
泡
立
っ
て
、
叫
恨
め
日
立
す
べ
き
と
と
が
刊
行
す
る
。

M
叫
に
再
々
が
明
か
に
し
た
如
〈
、
動
感
的
-
般
均

術
珂
諭
は
、
丹
々
の
川
訴
を
川
ふ
れ
ば
、
政
ー
怒
川
明
治
た
』
引
性
絡
を
も
ち
、
経
桝
役
引
山
理
論
の
同
有
の
問
題
た
，
q
経
過
の
間
制
陀
は
、

多
ぐ
の
特

ロ
パ
7

1

1

ソ
ン
は
ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
明
論
」
を
詳
し
て
「
北
九
州
川
の
川
に
於
て

(
L
2
5

羽
詰

E
2
5
7
A
2
5
2
何
が
担
る
か
を
手
ね
ろ
代
同
に
、
或
る
時
瓢
に
於
て
(
戸
時
:

そ
れ
ま
で
の
市
場
取

の劫端的 般均衡元日!諭を利用しながら、聖書分早的構成白内主主を具盤的tこ詑問
Lた。
本誌研揖拙稿「制棉明訓現諭に於げる僻J且の問題J(昭和十九年四月)事服38) 



引
の
村
川
市
と

L
て
、
如
何
な
石
川
肌
況
が
成
立
し
て
ゐ
る
か
に
花
な

E
集
中
す
る
己
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、

此
の
一
言
葉
は
、
若
干
の
修

正
を
川
ヘ
ミ
-
へ

f
れ
ば
、
ヒ
ヴ
ク
ス
の
利
一

j
m諭
に

i
そ
れ
が
動
車
的
一
般
均
術
川
弐
仰
の
一
段
と
し
て
州
成
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
忙

於
で
そ
の
ま
主
冬
山
川
ず
る
。

ヒ
ァ
ク
ス
は
助
事
的
一
般
均
術
の
動
き
を
分
析
す
ろ
に
常
っ
て
、

「
一
品
川
々
が
助
問
中
的
二
般
均
衡
の
一

シ
ス
テ
ム
の
励
金
一
か
完
全
に
把
持
し
悉
し
た
と
し
亡
も
、
然
し
倒
的
叶
経
勤
地
楳
(
言
古
R
O
E
-
官
-
n
n
A
7
5
町内)、

帥
ち
出
(
件
費
動
の

究
川
閉
め
川
県
仁
泌
川
そ
山
、
へ
ろ
と
と
ろ
に
は
ま
だ
行
っ
て
ゐ
在
い
。
然
し
こ
れ
と
そ
吾
々
が
究
め
ん
と
す
右
投
後
の
も
の
で
あ
る
。

ー
と
は
い
ふ
も
の
の
、
此
却
の
一
中
進
ん
だ
問
題
を
A

畑
中
る
た
め
に
は
、
先
づ
特
定

ω週
に
於
け
る
終
的
の
動
昔
を
分
析
す
る
と

と
が
必
要
で
あ
ろ
り
」
と
波
ペ
て
ゐ
ろ
が
、

彼
肖
身
も
或
る
杭
度
主
で
と
の
己
と
を
立
識
し
て
ゐ
る
と
云
ひ
料
る
で
あ
ち
う
。
か
く

て
ヒ
ヴ
ク
ス
の
利
子
開
論
は
、
そ
れ
が
動
向
早
川
一
般
均
術
則
論
の
一
環
と
し
て
説
か
れ
た
限
り
に
於
て
は
、
た
づ
一
差
岱
り
欺
態
理
論

の
籾
掛
か
ら
掛
川
門
さ
れ
ね
げ
た
ら
お
。

即
ち
、
爪
態
川
九
州
は
扶
態
四
論
と
し
て
そ
れ
自
身
柄
制
的
に
獅
立
在
る
意
義
主
布
ず
る
以

上
、
そ
れ
が
経
過
の
問
也
に
針
し
て
と
己
主
で
放
川
市
的
ど
こ
士
で
直
接
に
沼
川
し
作
る
か
と
い
ふ
と
L
f
を
雌
れ
で
、
吟
味
さ
れ
'μ
ば

た
ら
由
。
と
の
と
同
一
が
経
過
の
問
団
と
の
闘
聯
に
於
て
、
と
れ
を
検
討
す
ろ
と
と
が
討
さ
れ
惟
い
と
い
ふ
と
と
を
意
味
す
る
も
の
で

た
い
と
し
ら
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
J

市
山
利

F
mへ
仰
は
、
大
仰
に
於
て
、
利
子
事
ん
リ
決
む
に
於
け
ろ
貨
物
的
側
阿
を
重
嬰
叫
す
る
も
の
(
出
は
は
お
ロ
】

P
F
4
3
2ご
と

貨

幣

的
問
山
川
伊
一
吊
m
q
叫
す
る
J
A
W

の
(
訓
は
ば
ヨ
3
2
2
2
2
2
-
4
2
2ご
と
に
分
一
u
t
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
勿
論
此
の
区
別
は
岡
崎
除
、
相
針
的

に
止
ろ
が
、
大
ま
か
に
云
っ
て
、
常
て
は
、
べ

1
ム
を
始
め
と
し
一
貨
物
的
側
阿
主
主
要
訓
ず
る
立
揚
、
即
ち
「
貨
物
資
本
」
の
需

給
開
Mm
忙
利
子
場
合
決
定
の
収
木
的
機
榊
を
見
ょ
う
と
す
る
立
場
が
支
配
的
で
あ
つ
に
。
然
し
最
近
に
到
っ
て
、
貨
幣
的
側
面
を
重

ヒ
ツ
ク
ス
由
利
子
盟
詞

第
五
十
八
巻

六
O

第
五
腕

五

ibid. p. 246 9) 



ろ
か
‘
利
子
指
合
仕
貸
付
に
刷
ひ
ら
れ
る
貨
幣
資
本
(
ご
っ

E
P
-
-
r
E色
合
)
コ

¥
R
E
E
-
-
o
p
=
aて
て

4
0
E
J
の
偵
併
で
あ
り
、

キ
ん
円
は
か
く
の
如
雪
貨
幣
資
本
の
市
場

ι於
て
定
王
ー
り
、
従
っ
て
モ
の
高
苫
は
此
の
貸
付
廿
本
金
の
小
市
給
が
一
致
す
る
ー
と
と
ろ
に
定
ま

右
ョ
此
の
つ
費
合
指
給
説
」
乃
壬
「
貸
付
資
金
事
疏
」
(
【
}
戸
内

]
3
2
1》
4
m
D
一
三
こ
2
0
h
i
)

が
上
記
の
流
動
性
州
中
泌
に
叫
到
し
て
、

E
1
1
次
H
h
ゴ
点
火

f
f白
ιt

近
の
内
部
に
於
て
一
つ
の
内
部
的
創
立
を
形
づ
〈
る
。

以
内
ら
ば
此
の
ご
つ
の
明
白
は
如
何
な

O
貼
で
針
JM
す
る
か
。
比
四
川
越
は
既
に
一
品
川
博
士
「
新
利
子
講
師

先
L
{
特
に
都
内
市
)
に
於
て
閉
仇
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
乙
に
は
附
市
に
こ
れ
を
組
べ
る
に
止
め
よ
う
。

「
安
全
需
給
説
」
は
、
ト
記
の
如
〈
、
貸
付
託
金
山
市
輸
の
一
致
す
る
貼
に
利
子
世
A
A

け
が
定
支
る
こ
て
を
主

張
す
る
。
い
ふ
生
で
も
な
〈
、
賞
金
志
望
の
巾
心
を
な
ナ
も
の
は
投
者
で
あ
り
、
資
金
供
給
円
中
心
を
な
す
も

内
は
貯
帯

σ
ぬ
る
。
然
し
な
が
ら
禿
企
の
需
要
は
市
以
と
れ
だ
け
に
止
烹
ら
向
。
育
会
心
悦
給
に
卸
し
で
は
、

信
用
別
法
が
と
れ
に
附
げ
加
は
る
さ
さ
も
に
、
「
伴
斑
」
が
こ
れ
か
ら
見
引
か
れ
ね
ば
れ
ほ
り
向
。
従
っ
て
貸
付

持
金
内
需
給
均
一
致
吋
は
、

治
域
十
事
朝
日
堺
瑞
十
部
三
重
加
附

た
る
閥
悼
に
よ
っ
で
む

t
る。

tm
一
聞
は
そ
の
一
同
一
市
で
あ
る
。
こ
れ
於
て
、
-
川
線
は
パ
古
車
の
梓
由
同
性
向
を
一
市

L
 

ナ
川
棚
、

T
州
仰
は
投
官
刊
に
川
市
〈
禿
金
需
誕
キ
一
一
市
十
山
施
、
+
曲
線
は
此
の
雨
者
の
ん
H

計
三

L
て
の
禿
企
の
線

I
 

J
 

福
史
り
川
純
で
あ
る
。
と
品
に
到

L
て
閣
は
銀
行
内
伝
川
川
浩
武
{
利
率
三
は
側
主

σ
わ
る
之
儒
定
ず
る
)
、

s

f

t

 

曲
線
は
貯
訴
の
川
料
、
刊
品
川
線
は
此
の
悶
者
白
人
H

計
て
し
で
の
資
金
山
鯨
供
給
の
山
紘

σあ
る
。
刺
子
歩
合
は

f

u

J

 

I

R

 

+
山
山
町
ぜ
一
+
川
似
の
一
〈
肌
町
に
し
ム
っ
て
党
主
る
c

(
比
山
何
式
を
以
て
完
全
ρ
問
要
説
目
、
札
山
帽
を
ど
と
常

f
首
比
一
貫
し
で
諸
問
し
有
る
か
、
此
の
耕
に

I

S

 

つ
い
「
一
川
也
が
な
U

わ
け
戸
は
れ
日
い
が
、
汗
前
日
叫
4
h
H
F
、
ド
而
帆
開
設
王
批
評
す
る
槽
九
川
M

に
よ
鵡
り
た
い
。
こ
こ
で
は
尭
J

パ
り
、
此
白
~
フ
ア
十
ア
内
問
に
よ
っ
て

ほ
河
主
役
注
予
一
代
表
什
)
L
A
つ
つ
議
論
を
話
め
る
J

さ
と
三
札
に
到
し
て
流
到
料
品
説
は
か
う
批
計
十
る
。
同
銀
行
が
市
川
訓
話
に
よ
っ
て
賦
現
し
た
汽
併
は
、
八
古
来
四
何
人
恥
白
干
持
之
な

n、
そ
れ

だ
け
公
表
内
手
持
貨
件
批
を
増
加
せ
し
め
で
ゐ
る
は
ず
で
必
る
。
然
る
に
保
歳
三
は
手
持
究
晴
宜
の
晴
加
に
他
な
ら
ぬ
。
掠
る
に
よ
り
第
一
回
目
此
の

j_. ----w- 一一 一ーす一一一→

同f事

ヒ
ツ
ク
ス
の
利
子
理
論

ハ
O
王

都
荒
腕

七

品
伊
豆
十
八
巻

利

子

and Mnoey， 1936. (特に chp. [3-18.) に Jj~'て展開されたる理論である。
D. H. Robertson: Qu~rterly Journul of Ec.， Feb. 1937， p. 2IO. Econ. Jour-
nal， Scpt. I937. p. 428 
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ヒ
ク
ク
ス
の
利
子
副
川
市

第
i
十
八
巻

杭
畑
正
腕

プて

ハ
O
問

市
官
川
川
ず
る
立
場
、
即
ち
、

「
四
日
幣
資
本
」
の
川
山
給
冷
一
中
心
陀
利
率
の
問
題
を
考
へ
上
う
と
す
る
立
場
が
漸
吠
勢
力
を
作
る
じ
到
り
つ

つ
あ
る

一
一
股
刈
論
」
の
汗
汗
ー
ケ
イ
ン
ズ
の
如
き
は
そ
の
瀬
存
た
例
で
あ
る
う
か
う
い
ふ
山
内
f

説
の
別
立
の
中
に
あ
っ
て
ヒ
ッ
ク
ス

の
利
干

mA酬
は
如
何
た
る
地
肢
を
山
め
る
か
。
利
率
の
尚
さ
と
生
産
円
一
貨
物
経
神
的
凶
刑
法
と
の
川
の
辿
絡
を
無
叫
す
る
わ
け
で
は
左

い
3

然

1
そ
れ
に
も
仰
は
ら
干
、
利
率
決
定
に
於
け
る
利
子
歩
合
と
日
幣
k
の
附
係
を
彼
は
決
定
的
に
重
要
叫
す
る
。
品
凡
幣
を
全
部

的
に
州
決
し
て
汚
へ
ら
れ
た
利
干
場
合
、
問
調
内
然
利
率
た
る
も
の
は
、
勿
論
考
へ
件
ね
わ
け
で
は
た
い
と
し
て
も
、
現
貨
の
利
子

円
m
M
の
分
肝
に
訓

l
て
無
力
で
あ
る
コ
利
子
の
問
国
主
取
批
ふ
に
常
つ
で
は
、
貨
幣
経
消
的
側
州
を
抽
象
し
て
は
た
ら
阻
。
ヒ
ッ

ク
ス
は
か
く
ほ
へ
る
。
此
の
意
味
仁
於
て
彼
の
利
子

m論
の
中
止
場
は
、
大
問
に
於
て
、
貨
幣
的
拡
近
の
そ
れ
に
局
す
る
と
汗
倣
し
得

ろ。
さ
で
北
口
枇
山
的
山
政
近
に
川
崎
す
る
立
場
に
於
て
利
子
の
抗
幣
へ
の
依
存
在
最
も
強
制
す
る
も
の
は
、
い
ふ
士
で
も
在
〈
、
ヶ
イ
シ
ズ
を

中
心
ー
と
す
ろ
っ
流
助
刊
川
上
流
」
(
戸
Z
E
H
-
M
E
w
-
]
V
B
P
Z
ロ2
Z
Z
J
2
u
F
F
m
J
-
2
3
a
T
2
5
2
ュ
ω
宅
3
2
Z
で
あ
る
。
此
の
す
一
場
に
於
て

は
貸
付
に
到
し
て
利
子
が
支
抑
は
れ
る
の
は
、
貸
付
に
よ
っ
て
奇
産
の
流
動
刊
か
失
は
れ
早
が
故
忙
、
此
の
流
動
性
礎
失
の
犠
牲
の

代
的
と
し
て
刊
子
が
支
梯
は
れ
る
か
ら
忙
他
友
ら
中
、
従
っ
て
利
子
は
、
公
栄
町
一
流
動
的
資
帽
に
則
す
る
欲
求
と
銀
行
側
の
信
刑
創

浩
と
が
長
ナ
弓
如
き
水
市
、
従
っ
て
貨
幣
の
川
市
要
と
供
給
と
が
一
致

f
z
如
き
水
準
に
於
て
定
ま
る
と
考
へ
ち
れ
る
。
か
く
の
如

〈
純
作
γ
一
代
枇
山
的
た
石
利
子
間
中
況
に
針
し
て
、
現
代
利
了
別
論
は
、
同
様
に
貨
幣
的
側
聞
を
草
川
帆
し
つ
づ
も
、
と
れ
と
針
立
す
る
一

つ
の
見
解
そ
も
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、

ロ
ハ
ア
ト
ソ
ン
と
共
に
云
へ
は

F

一戸《
U
2
E
H
H
2
4
2
2
2
R
R
Eロ
円
。
「
古
河
内
戸
E

E

Z
寸
百
旬
。
「

と
も
呼
ぴ
件
べ
き
も
の
で
あ
る
。

羽コセ
-
L
4
3
一
己
」
{
一
二
。
一
コ
ハ
戸
コ
一
一
「
。
↓
一

chdコF
戸ず
-
o
D
H
Z
L
ω

即
ち
、
此
の
立
場
は
か
く
七
張
す
る
。

i
l

林
怖
の
阿
川
怖
は
休
的
と
い
ふ
取
引
針
拍
車
に
闘
す

Z
M山
佐
川
で
あ
る
。
然
ら
ば
利
子
告
合
、
と
い
ふ
債
格
は
如
何
な
る
取
引
制
象
に
針
膝
ず

General Theory of Money， Intere叫

ibi【1.Chp. xvii. Interest and the Production Pl叩併本誌所指摘梢「ヒツク
スロ生産現諭J、「ヒツクスの費本理論J(昭和十八:'1問、 1 月)。
ibid. pp. 159-160， pp. 252-254 
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自
問
心
ト
μ
柄
ざ
矛
盾
す
る
。
利
半
が
p
h
R
な
る
川
さ
に
帯
雨
い
た
ぬ
什
、
部
行
は
凹
が
信
用
創

止
は
し
な
い
山
に
、
ハ
古
車
内
手
持
品
凡
帆
山
坑
り
噌
加
は
川
ー
だ
け
山
一
る
、
此
円
糸
に
常
る
却
の
貨
幣
は

T

E

 

Y
一
二
か
ら
出
て
来
た
丸
山
。
か
か
る
究
幣
は
存
在

L
得
ぬ
は
ず
C
は
な
い
か
内
仰
貯
蓄
さ
投
資
ほ

の月九

z
f
z
z
z
に
一
散
す
る
持
で
出
る
。
然

L
、
此
山
昨
日
照
的
事
氏
に
却
し
で
も

i
一
闘
は
矛

抗
す
る
。

か
〈
ム
り
如
〈
、
油
肋
判
取
誌
は
資
舟
需
給
涜
を
批
評
す
る
。
徒
っ
て
、
責
命
中
市
型
設
自
立
判
明

が
協
J

阿
で
一
市
さ
か
た
自
に
此
し
で
泊
向
性
準
設
内
立
場

ι第
二
同
所
摘
。
如
き
も
の
さ
な

る
。
『
向
日
性
阜
詑
の
立
場
に
於
て
は
貯
清
之
投
資
三
位
、
定
義
に
よ
っ
て
、
等
し
い
の

e
あ
る

か
ら
、
此
山
立
場
也
子
り
す
れ
ば
、
部
一
闘
の

I
山
線
さ
S
州
組
メ
一
は
二
本
円
相
具
る
川
線
で
は

な
〈
、
広
来
一
本
円
山
線
で
あ
る
特
で
あ
る
。
か
〈
で
悌
一
岡
に
於
け
る
I
山
級
王
、
U

曲
線
三

を
同
一
拘
，
ニ
有
向
ず
え
を
、

mm
二
同
が
何
ら
れ
る
ロ
知
一
一
聞
に
於
て
巾
純
の
泣
峠
は
凡
て
前
之

町
刊
し
い
。
従
っ
て
川
で
投
賓
が
売
は
さ
れ
刊
で
貯
帯
げ
で
立
ほ
さ
れ
る
と
て
芯
な
る
が
、
此
の
一
一

つ
心
鳩
山
リ
の
尽
き
は
川
持
咋
し
い
せ
刊
で
あ
る
。
従
っ
ナ
、
利
子
中
汗
が
L
山
線
三
M
山
線
之
内
定
問
れ
に
定
吃
る
な
ら
ば
、
そ
山
市
3
に
於
て
議
金
融
協

罫
均
金
縄
問
品
川
♂
は
並
P

ろ
件
マ
あ
る
。
花
。
て
、
利
干
渉
什
は
貨
怖
の
芯
和
問
悼
の
み
か
ら
止
ま
る
三
見
、

υれ
仰
『
Q

こ
之
さ
な
る
。
却
ち
、
L
曲

線

-
7
2
7一
一
ぶ
さ
れ
る
♂
こ
ろ
山
生
来
円
減
助
的
資
直
に
却
す
ゐ
欲
求
芝
川
端
行
山
口
川
川
出
圭
一
市
す
M
川
線
だ
が
4

世
す
る
貼
に
於
て
訓
子
歩
合
が
定

k
勺
三
べ
た
の
。
へ
此
山
浦
品
開
月
j

説
山
沿
叫
山
仕
右
は
〉
宅
問
。
ョ
2

〉戸市内三百四回
Z
H
2
2己
主
ヨ
ロ
切
っ
町
三
回
ヨ
ミ
主
回
目
戸
2
2一7
開
2
2
0ヨ
ち

7
2づ
己
、
プ
ヨ
3
H
3
2
一f

に
よ
ゐ
ロ
)

内仰例、涜、命巾一

η川川山給肝
A仙
は
従
巾
来
吊
ミ
主

f
主
の
刊
恥
巾
榔
将
刊
に
上
つ
て
さ
す
雫k
ざ
支
山
形
に
於
て
詑
h
れ
品
つ
た
げ
が
酌
、
ロ
=
閉
列μ
つ己}ご正】話
0R円ス丹2ωヨ。
3ロ
H『ロ
E己含戸=研広

nz司己E恒古E白乙]ニ同ヨり」-旨
zロ旦-言】5。ロ

羽ヨ2司ヨ三」ゴLAゐ戸
Z
ロ旦己トゴ♂

し
ア
て
一
仕
作
卜
日
に
仙
す
4

る心

σ
あ、らり-ワ
c

ケ
イ
ン
ズ
の
一
帥
般
班
叩
川
川
ん
拘
岬
川
則
刻
吋
筏
、
川
正
火
に
比
円
L
伝
旬
川
場
帽
が
ロ
バ
ア

L
ソ
ン
は
附
よ
り
、
品
川
博
」
」
「
新
利
子
論
肝
究
」

ヨ
つ
Z
3
F
2コ
oZRd-mwLOコ
=
4
0
2
3
n
r
z
d
}
2
2
5ミ
4
3「
刀
三
一
戸
羽
a
nコ
与
】

P
4
0
J
Zお
H
d
f
H
u
n
-
3ロ司
HUL--cu叶
己
ロ
乙
V
0
1
2
-
v
a旬。己戸川、自】内
4

F
勺
2
3
3
2
2
0
#
E
J
m
門戸戸ロココ

2
]一百四
Z

Z

Z

苦
な
ど
に
上
っ
て
掛
訓
さ
札
る
に
到
っ
た
こ
て
は
人
の
知
右
て
こ
ろ
で
あ
る
。

U

「
ヴ
ク
ス
の
利
子
叫
論

第
五
十
八
帯

第
五
脱

六

O
六

"、

。
h明m 

r，j 

か
く
の
州
〈
荘
、
令
市
叫
泊
、
花
流
刑
山
性
比
γ
誕
と
の
別
立
は
最
近
の
利
子
畑
仕
論
に
於
け
る
中
心
問
姐
h
f
L

形

成

す

る

が

か
う
い
ふ
釣
立



の
山
中
に
あ
っ
て
ヒ
ヴ
ク
ス
は
如
何
た
弔
立
場
を
と
5
か
。
ヒ
ヴ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
此
の
一
一
つ
の
単
況
は
良
の
針
立
を
形
成
す
る

も
の
ι

は
な
く
、
統
一
さ
れ
何
ベ
ぎ
も
の
で
あ
ろ
。
根
本
に
於
て
同
一
の
理
論
を
、
或
は
資
令
巾
山
市
r
読
と
し
て
展
開
す
る
と
と
も
川

来
れ
ば
、

1
4
は
流
肋
民
事
就
ー
と
し
て
日
比
M
7
2
と
と
も
川
市
市
る
。

利
率
決
定
機
構
の
詑
明
を
そ
の
何
れ
の
一
形
式
に
於
工
級
ペ
ろ
か

は
、
他
{
日
の
問
問
に
過
ぎ
ぬ
。
か
〈
て
ヒ
ッ
ク
ス
に
炉
、
て
は
、
此
の
根
本
に
於
て
同
一
な
る
瑚
論
を
民
間

L
、
そ
れ
に
於
て
資
金
対

要
北
し
f

一
流
動
刊
山
明
治
と
が
矛
田
川
た
〈
同
時
に
匂
加
さ
れ
ろ
己
と
の
論
説
が
そ
の
利
子
四
論
の
侭
・
4
円
問
題
と
な
ろ
が
、
此
の
論
識
の

川
悦
本
を
た
す
も
の
は
、
前
四
八
岨
叫
辿
の
助
川
明
的
一
般
均
衡
の
川
式
で
あ
る
。
動
植
的
一
般
均
術

m論
は
、
利
準
決
定
機
構
の
詑
川
忙
於

て
現
金
必
寝
泊
も
流
品
川
恒
穆
泌
も
、
謂
は
ぽ
平
等
の
榊
利
を
以
亡
、
同
時
に
成
立
し
、

rて
の
何
れ
を
哩
ぶ
か
は
便
宜
の
問
題
に
湛

F

ぬ
こ
と
を
示
す
か
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
を
川
ひ
て
、
此
の
一
刑
皐
況
の
畑
山
論
的
綜
合
を
志
す
の
で
あ
ろ
。
資
際
、

既
に
害
時
に
於
て

も
、
市
川
市
川
内
ヒ
、
市
背
中
事
十
一
な
左
に

t
つ一一」恥

k
げ
-
一
市
川
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、
此
の
綜
九
日
己
モ
ヒ
ァ
ク
ス
の
利
子
理
論
の
稜
心
主

な
す
い
仁
川
町
抵
の
で
あ
ろ
。
従
っ
て
再
々
も
亦
、

以
下
此
の
則
に
草
制
を
山
川
は
き
た
が
ら
、
動
車
ナ
的
一
般
均
術
珂
論
『
よ
る
そ
の
利
子
理

内
岬
丹
惜
成
ト
γ
川
か
忙
し

t
う
と
す
弓
か
、
を
れ
に
注
む
に
叶
っ
て

此
の
機
合
を
利
川
し
て
深
め
杭
世
ず
べ
き
と
と
が
あ
る
。

利，ぃ
J

円
問
団
が
伐
川
市
慣
仙
の
刊
明
動
の
問
湿
と
樹
め
て
常
一
位
友
石
川
附
腕
を
有
す
る
と
と
は
改
め
て
論
宇
る
ま
で
も
な
い
。
然
も
上
記

ゆ
川
〈
に
し
γ
、
利
子
内
問
題
い
か
貨
幣
経
例
的
視
助
か
ら
論
ぜ
ら
れ
呂
場
合
に
あ
っ
て
は
、
も
と
よ
り
利
子
理
論
は
貨
幣
理
論
と
不

可
分
乃
附
係
げ
-
1
円
、
と
こ
ろ
で
ヒ
ソ
ク
ス
に
於
亡
貨
怖
の
問
団
は
ど
う
展
開
さ
れ
た
か
。
ヒ
ソ
ク
ス
の
利
子
理
論
杭
ぴ
に
貨
幣
理

品
川
批
判
に
立
入
ろ
と
と
な
く
し
て
、
此
の
訓
九
乞
詳
論
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

己
と
に
は
た
だ
要
約
的
忙
突
の
こ
と
を

柑叫
e
へ
る
に
止
め
に
い
。
し
し
記
の
如
く
に
し
て
ヒ
フ
ク
ス
が
、

流
動
任
準
況
を
容
認
す
る
と
と
は
、

い
ふ
ま
で
も
友
〈
、

相

H
融
市
需
要

T
Z
Z
J
Z
L
Z
5
3
2
0
Z
E
考
へ
る
と
と
を
立
味
す
る
が
、
ヒ
ソ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
此
の
貨
幣
需
要
は
、
現
在
支
配
的
友
る
貨
幣
事
情
、

第
五
十
八
巻

ヒ
ツ
ク
ス
山
口
利
干
訓
話

ハ
O
七

僚
主
披

ゴし



じ
ヅ
ク

λ

の
利
子
明
論

第
五
十
人
容

h
e
A
 

O 

策
五
枕

四
ち
「
現
代
的
貨
幣
」

(zz-oヨ
Z
Z
2
4
)
に
即
し
て
巧
へ
る
隈
り
、
貨
幣
白
憾
の
同
有
波
川
に
品
く
も
の
で
は
在
い
。

は
、
手
持
貨
幣
が
作
由
恨
の
支
川
に
叫
H

川
っ
て
支
概
子
山
は
と
し
て
役
立
つ
と
い
ふ
と
と
に
法
く
。
此
の
意
味
に
於
て
そ
れ
は
読
券
の
一
一
柑

本
ら
そ
れ

と
習
い
川
仰
さ
れ
得
る
。
己
れ
が
ヒ
ッ
ク
ス
の
貨
併
U
H
山
集
分
析
の
棋
本
的
視
団
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
貨
幣
蒋
要
及
び
説
家
帯
叩
貨
の
分

析
に
叶
っ
て
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
此
の
観
附
却
を
育
分
に
mH
徹
し
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
に
さ
う
で
は
な
い
。
械
の
仙
川
崎
市
北
ぴ
説
家
の
需
要
。
分

品
川
は
倒
め
て
不
徹
底
に
終
っ
て
ゐ
る
。
此

ω
出
に
於
て
伎
の
貨
幣
現
論
は
洋
る
し
く
不
完
全
で
あ
る
。
と
己
ろ
で
か
〈
の
如
〈
貨
幣

m論
。
内
一
律
が
手
完
全
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
利
子
珂
論
と
淡
交
沙
た
る
と
と
は
川
来
た
い
。

1
1
Z
n々
は
今
と
己
で
己
れ
だ
げ
の

こ
と
を
は
叫
べ
て
泣
か
一
度
い
。
と
れ

U
K
此
の
問
題
を
論
〕
よ
う
と
ず
る
在
ら
ば
、
主
口
々
は
彼
の
利
子
理
論
の
批
判
に
進
ま
ざ
る
を
得

自
で
あ
ら
う
。
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